
リハビリテーション栄養指導⼠制度規則 
 
第 1 章 総則 
第 1 条 
本制度は、リハビリテーション栄養を実施し対象者を⽀援するために必要な総合的な知識
と技量を有する優れた医療従事者を養成し、リハビリテーション栄養対象者がより有効で
かつ安全な栄養療法の恩恵を受けられるために貢献し、国⺠の保健・医療・福祉に寄与する
ことを⽬的とする。 
 
第 2 条 
前条の⽬的を達成するために、⽇本リハビリテーション栄養学会(以下、本学会)は、リハビ
リテーション栄養指導⼠制度を制定し、リハビリテーション栄養についての専⾨家として
⼀定⽔準以上の実⼒を有し、医療現場において活躍しうる医療従事者を⽇本リハビリテー
ション栄養学会認定リハビリテーション栄養指導⼠(以下、リハ栄養指導⼠)として認定する。 
 
第 2 章 認定制度を運⽤する機関 
第 3 条 
本学会は、本制度の運営にあたって認定委員会を設ける。 
2 認定委員会はリハ栄養指導⼠の認定審査を⾏う。 
3 認定委員会は本学会理事及び代議員で構成される． 
 
第 3 章 リハ栄養指導⼠新規認定要件 
第 4 条 
リハ栄養指導⼠の新規認定申請は以下の要件をすべて満たす者とする。 

(1) 会員：⽇本リハビリテーション栄養学会の正会員 A（有料会員）で年会費を完納し
ていること，または国際会員であること． 

(2) 研修会受講：TNT-Rehabilitation を受講していること。 
(3) 筆頭発表者：申請時点で，⽇本リハビリテーション栄養学会学術集会（研究会時代

も含む）で筆頭演者として 1 回以上発表していること。 
(4) 著者/報告：リハビリテーション栄養に関する査読付論⽂が筆頭著者もしくは連絡

著者として 1 本以上あること、もしくはリハビリテーション栄養ケアプロセスを
使⽤した症例レポートを申請時に提出し，症例レポート内容の質が指導⼠にふさ
わしいと認定委員会の査読にて判定されること。 

2 前項第 4 号におけるリハビリテーション栄養に関する査読付論⽂は，本学会認定委員会
委員が当該論⽂の内容についてリハビリテーション栄養と関連性の有無を審査し，当
該論⽂が妥当では無いと判断された場合には，別の査読付論⽂もしくはリハビリテー



ション栄養ケアプロセスを使⽤した症例レポートの提出が求められ，再審査される． 
3 第 1 項第 4 号におけるリハビリテーション栄養ケアプロセスを使⽤した症例レポートで

は、レポート内容を認定委員会委員が審査し，必要に応じてレポート内容の修正を求め
ることがある。修正後も症例レポートの質が低いと判定された場合には不合格となる。 

4 TNT-Rehabilitation 研修会テキストの著者は、第 1 項第 3 号および第 4 号の認定要件を
満たしているものと認める。 

 
第 5条 
申請者は、別に開⽰する期⽇までに認定申請に必要な書類等を提出し、審査料を納付するこ
とで審査資格を得るものとする． 
2 申請期⽇および認定⽇程，審査料等を本学会ホームページ等を通じて開⽰する． 
 
第 4 章 リハ栄養指導⼠更新認定要件 
第 6条 
リハ栄養指導⼠の認定は、5年毎の更新制とする。 
2 リハ栄養指導⼠の更新認定申請は以下の要件をすべて満たす者とする． 

(1) リハ栄養指導⼠認定期間中，本会の正会員 A（有料会員）であり，会費を完納して
いること。 

(2) リハ栄養指導⼠認定期間中に、以下の項⽬の中から合計 50単位以上を取得してい
ること。 

項目（★は必須，リハ栄養学会学術集会の発表の☆はいずれか一つ必須） 単位数 
リハ栄養学会

学術集会 
発表【筆頭】 ☆10 
発表【共同】 ※筆頭がない場合は 2回以上，指定・依頼発表の共

同演者は除く 
☆5 

参加 ※認定期間中に 2回以上 ★10 
他学会の学術

集会 
発表【筆頭のみ】 ※主題がリハ栄養に関連した内容に限る 10 

リハビリテー

ション栄養に

関する論文 

原著論文・総説【筆頭】 20 
原著論文・総説【共同】 ※筆頭がない場合は 2本以上 10 

講師 教育講演，特別講演，学術セミナー等の講師 
※全国規模の学術団体またはその支部会，あるいは職能団体（都道府

県単位以上） 

※主題がリハ栄養に関連した内容に限る 

10 

TNT-
Rehabilitation 

参加 10 
講師 20 



(3) 本会学術集会にリハ栄養指導⼠認定期間中の 5 年間で 2 回以上、参加しているこ
と。 

3 前項第 2 号におけるリハビリテーション栄養に関する査読付論⽂は，本会認定委員会委
員が当該論⽂の内容についてリハビリテーション栄養と関連性の有無を審査し，当該
論⽂が妥当では無いと判断された場合には，別の査読付き論⽂の提出を求められる． 

4 前項第２号におけるリハビリテーション栄養に関する講演は、本会認定委員会委員が当
該講演の開催内容および講演内容についてリハビリテーション栄養との関連性の有無
を審査する。抄録、プログラム、その他の提出物によって開催内容および講演内容を証
明するものとする。講演時間は 30 分以上であることを基準とする。 

 
第 5章 リハ栄養指導⼠資格の認定 
第 7条 
認定委員会は、申請者に対する認定審査を⾏い、リハ栄養指導⼠としての適否を審査し、そ
の結果について、理事会に諮問する。 
 
第 8条 
理事会は、認定委員会の報告を受け、審議のうえリハ栄養指導⼠を認定する。 
 
第 9条 
本学会は認定審査合格者をリハ栄養指導⼠登録原簿に登録、公⽰し、リハ栄養指導⼠の認定
証を交付する。 
 
第 6章 リハ栄養指導⼠資格の喪失 
第 10条 
認定された後、リハ栄養指導⼠としてふさわしくない⾏為を⾏った場合には、理事会は、認
定委員会の審議を経て、リハ栄養指導⼠の資格を取り消すことができる。 
 
第 11 条 
リハ栄養指導⼠は次の各号の理由によりその資格を喪失する。 

(1) 本学会を退会したとき 
(2) 認定資格を辞退したとき 
(3) 認定資格を更新しなかったとき 

 
第 7章 規則の変更⼿続き 
第 12 条 
本規則の改廃は、認定委員会の議を経て理事会の承認を得て⾏う。 



 
附則 
本規則は、2020年 6 ⽉ 1 ⽇より施⾏する。 
本規則の部分改正は 2020年 7 ⽉ 1 ⽇より施⾏する。 
本規則の部分改正は 2021 年４⽉１⽇より施⾏する。 
本規則の部分改正は 2024 年 10 ⽉ 1 ⽇より施⾏する。 


